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日 時 令和元年 5月 28 日（火）18:30～20:30 

会 場 市役所 5階委員会室 

出 席 委 員 侘美靖委員（会長）、寺田清隆委員、佐藤鶴代美委員、御幸保宏委員 

河上愛理子委員 

欠 席 委 員 谷口博之委員、工藤祐香子委員、碓井琴音委員 

市 出 席 者 【社会教育課】吉田課長、大西主査、遠藤主任、上井主任、坂下主事 

オブザーバー 【笹川スポーツ財団】熊谷哲 

 

1．開会 

○ 互選により寺田清隆委員が副会長に選任された。 

 

○「委員の過半数が出席していることから、審議会が成立していること」を確認した。 

 

○会長あいさつ 

 

 

2．議事 

①これまでの経過のまとめについて 

（事務局より各回議論内容について説明） 

 

②（仮称）北広島市スポーツ振興計画（案）のテーマ・施策等について 

（事務局より基本目標、具体的施策の方向性等について説明） 

 

◆Ａ委員：前回までの議論の積み上げから本日の資料に至る全体的な印象として、基本目標な

どのタイトルに市民にとって耳慣れないカタカナ表記が多いように思う。施策を集

約した言葉にするなど、すっと市民に伝わることが重要なのではないか。  

●事務局：今回はあくまでも全体を捉まえるイメージとして提示させていただいた。タイトル

については、市民にも理解しやすいような言葉になるよう修正したい 

◆Ａ委員：インフラの充実が謳われているが、ハードの整備はどこまで可能なのか。 

●事務局：施設の維持・修繕や団体への支援など、今後を見据えると市の財政だけではカバー

できない。そこで、スポーツで稼ぐという視点から、ネーミングライツやクラウド

ファンディングといった手法で財源を生み出すことも検討しなければならない。 

◆Ａ委員：スポーツを通じたまちづくり、人づくりは考え方としてはよいが、それがなぜスポ

ーツ・プロモーションに繋がるのか。スポーツ「の」なのか、スポーツ「による」

なのか、言葉の定義をひとつひとつ丁寧にした方が良い。 

●事務局：スポーツを活用して何かを実現する、という観点でスポーツ・プロモーションの確

立という表現をしてみた。用語の定義を巡って混乱が生じないよう、また、市民に

も直感的にわかりやすく伝わるよう、適切な用語や表現にしていきたい。 
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◆Ａ委員：多世代交流やボランティアリーダーの養成といった観点はどこに位置づけられるの

か。ボランティア的要素、指導者的要素をスポーツイベントの中で生かす、育てる

というような、場の捉え方があるとよいと思うが。 

●事務局：多世代交流スポーツについては、今回ユニバーサルスポーツという言葉に置き換え

て、健康・生きがい領域に位置づけている。ボランティアについては、観る・支え

るの領域でカバーしている。 

◆Ａ委員：幼児期、青少年期、成年期といった個々の世代を結ぶ施策として、ユニバーサルス

ポーツだけを掲げるのは少し弱く、違和感がある。 

 

◆Ｂ委員：学校現場では、学力と体力を両方高めるために大変苦労している。あれもこれもや

りましょうと書かれてしまうと現場は混乱するのではないかと思う。 

●事務局：「学校教育」へのアプローチは、この案では敢えて表記していない。小学校では、

英語の時間が増えるので体育の時間が削られるという話もある。そういった中で、

学校教育においてスポーツ振興の取り組みをどう位置づけるかは悩ましいところ。 

◆Ａ委員：本計画における学校教育の要素も、子どもたちのスポーツという観点からはとても

重要で当然入れるべきだろう。連携をとって推進していくという表現でもよい。 

●事務局：教育現場の状況を鑑みつつ、個人種目が幅広くなってきているという現状も踏まえ

ながら、スポーツに親しめる環境を整えていきたい。 

 

◆Ｃ委員：ハード面で言えば、基本的にはスポーツ施設がもっと欲しいと現場では感じている

と思う。 

●事務局：スポーツ施設については、ボールパーク内には建設されないことを前提に、市とし

てサッカー場、硬式野球場、テニスコート 8面を緑葉公園周辺に整備できないかと

考えている。 

◆Ｄ委員：以前は、ごみ処理場の余熱を利用してプールなどのスポーツ施設を建設するという

構想があったように思うが、現在はどうなっているのか。 

●事務局：以前はそのような構想もあったが、現在はない。 

◆Ａ委員：スポーツ施設については、現在市内に点在している施設を１か所にまとめていくの

か、それとも点在させたまま個別にメンテナンスしていくのかも含め、あり方の検

討が必要である。ただ、1つ言えるのは、市のスポーツ振興をしていく上で最低限

これが必要、という割り出しをして計画の中に書き込む必要があるということ。 

●事務局：財政的な限界は自ずからあり、ハードもソフトも、あれもこれもと入れ込んではか

えって実現性が乏しくなる。どこに重点的に厚くするかを考えなくてはいけない。 

◆Ｃ委員：これから整備する施設は国際大会なども誘致できるレベルのものにしていくのか。 

◆Ｅ委員：国際レベルは無理だとしても、全道レベルの大会は誘致できる。ただ、どの種目を

誘致するのか、的をある程度絞ったほうがよいのではないか。計画案の文言だと抽

象的すぎるのではないかと思う。 

●事務局：施設については、ボールパークの動向や民間スポーツ施設の進出などの投資効果に
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不透明な部分があることは否めない。そこで、今回の計画では、通常中間年の 5年

で見直しをかけるのではなく、ボールパーク開業の年にさらに中間的な見直しをか

けたいと考えており、それまでの間に状況を更に精査をしていきたい。 

◆Ａ委員：紫波町のオガールという民間スポーツ施設が、補助金ゼロの成功事例として有名で

ある。一度視察に行ってみるのもよいのではないか。理想は、1つの目玉施設によ

って、そこに人が集まり、にぎわいが生まれるということ、ぜひ北広島市らしいも

のが整備されることを期待したい。 

●事務局：現在のところ、緑葉公園のリニューアルと合わせて、サンパークのサッカー場や東

の里遊水地のグラウンド整備も視野に入れており、いずれにしても今回の計画には

必要な施設整備の質・量の方向性が打ち出せればと考えている。 

 

◆Ｅ委員：夕張市は、現在ではスポーツ合宿が盛んになっているとのことで、例えば野球では

1週間から 10日間の合宿に 30チームほどが参加するほどと聞いている。 

◆Ｄ委員：簡易的でもよいので、宿泊できる施設があると合宿誘致がしやすいのではないか。

食事やお世話係はボランティアを募ればよい。例えば、北広島団地地域サポートセ

ンターともにの方たちに協力をお願いするということも可能性がある。 

●事務局：5年後には高校総体が北海道で行われる。市として、どの種目で手を挙げるのかに

よって、施設整備や合宿の話とも絡んでくる。 

◆Ａ委員：網走市や釧路市も合宿誘致を積極的に行っている。調査先として検討してみてはど

うか。 

●事務局：合宿誘致施設等も含め、施設については先進地調査等により情報を集めておく必要

がある。その結果を踏まえながら、計画の中にどう書き込むかも含め検討し、改め

てお諮りしていきたい。 

 

3.今後のスケジュール 

 ○9月の答申取りまとめを念頭に議論を進めてきたが、そのスケジュール感に縛られず更に

議論を深めていくことを確認。新たな日程案については、次回審議会において協議するこ

ととなった。 

 

4.その他 

 ○事務局より次回開催日のお知らせ 

７ 月 23 日（火）18：30～ 市役所 3 階 3Ｄ会議室にて行われる。 

 

5. 閉会 


